
  

◆まちづくり会議の概要 

 11月4日、稲生沢公民館にて

地域まちづくり会議」を開催しました。

 稲生沢地域で活動や居住されている２０名の

まちづくり会議委員によって、素案をもとに、

稲生沢地域が将来も持続するために必要な３つ

の取組が決められました。 

◆グループごとの成果（Ａグループ）

稲生沢地域まちづくり
「将来も持続可能な稲生沢地域のまちづくりを考えよう」

～まちづくりの３つの取組を選出しよう～

実施日：平成２６年１１月４日（火）

ＳＮＳの媒体を活用した

地域の紹介 

仕事場を増やす 

３ 
歴史を活かす 

歴史資源の保全

活動の実施 

歴史的建造物の

耐震化 

吉田松陰 

(記念館・博物館) 

(仮)蓮台寺ＩＣ周辺に

おける乱開発の防止

と生活に必要な施設

の誘致 ２点 

文教地区で他地域か

ら通学する生徒に地

域の良さをＰＲする

ＩＣ周辺の対策 

伊豆縦貫道で下田から人が居なくな

行わなければならないことが

 

 

日、稲生沢公民館にて「第１回稲生沢

地域まちづくり会議」を開催しました。 

稲生沢地域で活動や居住されている２０名の

まちづくり会議委員によって、素案をもとに、

稲生沢地域が将来も持続するために必要な３つ

 

◆グループごとの成果（Ａグループ） 

下田市都市計画マスタープラン 

グループＡ 

地域まちづくり会議ニュース
「将来も持続可能な稲生沢地域のまちづくりを考えよう」

～まちづくりの３つの取組を選出しよう～ 

実施日：平成２６年１１月４日（火） 

会場：稲生沢公民館 

１ 稲生沢川を活かしたまちづくり 

稲生沢川、蓮台寺川の親水

空間の整備・管理 ５点 

市民によるシダレモモ等

花の植栽・管理

稲生沢川、蓮台寺川河川

沿いの活用・植栽等

森林や河川へのごみの

投棄防止

稲生沢川の親水空間 

雑草・堆積物の除去 

高根山等の遊歩道の

整備・管理

橋梁デザインなど景観

に配慮した環境整備

２ 文教地区の交通安全

下田高校の送りは一方通行とする

県道、市道があり、連携がない

通学道路の街灯の整備

(ＬＥＤ、感知照明

文教地区で他地域か

ら通学する生徒に地

域の良さをＰＲする 

河川堆積物の除去 ４点 

(オオブタ草の撤去) 

稲梓駅～下田駅まで

の遊歩道の整備 

温泉宿泊施設の

整備・管理 

伊豆縦貫道で下田から人が居なくなる 

行わなければならないことが多くある中、この ３つ が特に重要であると考えました！！

学校等と連携した通学・送迎時の児

童・生徒・保護者のマナー教育

グループＢ 

会議ニュース 第１号 
「将来も持続可能な稲生沢地域のまちづくりを考えよう」 

 

 

市民によるシダレモモ等

花の植栽・管理 

稲生沢川、蓮台寺川河川

沿いの活用・植栽等 

森林や河川へのごみの

投棄防止 

高根山等の遊歩道の

整備・管理 

橋梁デザインなど景観

に配慮した環境整備 

文教地区の交通安全 

下田高校の送りは一方通行とする 

県道、市道があり、連携がない 

通学道路の街灯の整備

感知照明) 

が特に重要であると考えました！！ 

学校等と連携した通学・送迎時の児

童・生徒・保護者のマナー教育 ３点 



                                                   ◆グループごとの成果（Ｂグループ）

行わなければならないことが多く

 今後の稲生沢地域まちづくり会議の予定

◆第２回 平成２６年１２月

「将来も持続可能な 

稲生沢地域のまちづくりを考えよう」

～実践活動へ向けての取組～

◆第３回 平成２７年 １月

「災害後の復興まちづくりを考える

●会場：稲生沢公民館 

●時間：１９：００～２１：００

見学が可能です。当日直接会場へお越しください。

第２回は、この３つの取組における具体策を検討します。

移住者、サテライト

オフィスなどの誘致 

３ 若者の就労 

落ち着いた蓮台寺温泉の空間をつくる

緑化推進と里山風景保全のための適

正管理 ２点 

地元民による国民

宿舎風施設の整備

伊豆縦貫自動車道高架下

の土地の活用検討(立野) 

土砂災害施設の整備 

来訪者も含めた災害時の避難体

制、地域での協力体制の強化 

災害により道路が寸断された時

の大沢地区における対応検討 

防災コミュニティーセンター

の設置（中１区） 

縦貫道から寝姿山を見られ

る場所の設置(高馬から) 

温泉宿泊施設の

整備・管理 ３点 

空き店舗を

にして活用する

                                                   ◆グループごとの成果（Ｂグループ） 

多くある中、この ３つ が特に重要であると考えました！！
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お問い合わせはこちらまで地域まちづくり会議の予定 

平成２６年１２月 ２日（火） 

地域のまちづくりを考えよう」 

～実践活動へ向けての取組～ 

１月 ６日（火） 

災害後の復興まちづくりを考える」 

●時間：１９：００～２１：００ 

可能です。当日直接会場へお越しください。 

第２回は、この３つの取組における具体策を検討します。

２ 祭りの継承 

１ ウォーキングによる回遊性

市民によるシダレモモ等花の植栽・管理

散策コースにおける

交流スペースの確保

回遊できる魅力的な

街並みづくり ２点 

歴史資源に関する

意識啓発 

歴史資源の保全活

動の実施

主要道路の看板規制並びに色彩計画導

入による景観形成 ２点（街並み全体を）

国指定有形重要文化財等の歴史資源の

保存・継承ＰＲ 

祭りの継承 ２点 河内手筒花火の継承

落ち着いた蓮台寺温泉の空間をつくる 

緑化推進と里山風景保全のための適

地元民による国民

宿舎風施設の整備 

宿泊施設に隣接する

農産物販売所の整備 

伊豆縦貫自動車道高架下

 

来訪者も含めた災害時の避難体

 

災害により道路が寸断された時

 

「蓮台寺温泉駅」に 

縦貫道から寝姿山を見られ

 

ＳＮＳの媒体を活用した地

域の紹介、マップ作り

をなまこ壁

にして活用する 
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が特に重要であると考えました！！ 

 建設課  

 

-22-2219  

FAX:0558-27-1007 

kensetsu@city. 

shimoda.shizuoka.jp 

お問い合わせはこちらまで 

第２回は、この３つの取組における具体策を検討します。 

ウォーキングによる回遊性 

情報インフラ

の整備 

市民によるシダレモモ等花の植栽・管理 ２点 

散策コースにおける

交流スペースの確保 

歴史資源の保全活

動の実施 

主要道路の看板規制並びに色彩計画導

２点（街並み全体を） 

国指定有形重要文化財等の歴史資源の

河内手筒花火の継承 ２点 

ＳＮＳの媒体を活用した地

域の紹介、マップ作り ３点 


